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Ⅰ北九州市にしごとをつくり、安心して働けるようにする 
 

①若者の地元就職を促進するための取組 
  ⇒就業支援機関の拠点集約と機能強化を図るなど、新卒者・若年者の就業支援を積極

的に行う 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

若年者の地元

就職及びＵ・

Ｉターン就職

を促進（※） 

概ね 40 歳までの若年求職者

に対し、「若者ワークプラザ北

九州」において、就業意識の

向上から具体的な就業機会の

提供まで、ワンストップで支

援する。 

更に、国・県・市の就労支援

機関が一体となって女性の就

業を支援する「ウーマンワー

クカフェ北九州」や「北九州

市 U･I ターン応援オフィス」

と連携し、若者の地元就職や

U･Iターン就職を促進する。 

U･Iターン就職者数： 

115人（H26年度）⇒ 

1,000人（H27～31年度） 

H27 142人 

H28 累計 305人 

若年者のマッチング数： 

1,102人（H26年度）⇒ 

6,000人（H27～31年度） 

H27 1,070人 

H28 累計 2,192人 

未就業者の職

場実習の促進 

現在、就業していない若年者

に対して、地元企業での職場

実習を行うことで、その後の

就職に結びつける。 

職場実習者数： 

120人（H28～31年度） 

H27 - 

H28 累計 40人 

※ Ｕターン、Ｉターン：Ｕターンは出身地に戻る形態、Ｉターンは出身地以外の地方へ移住する形態を指す。 
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⇒北九州地域の企業と大学でのインターンシップを推進するための仕組みの構築や、

参加者増加のための支援策の拡充 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

地方創生イン

ターンシップ

事業（地方創

生先行型）（地

方創生推進） 

市内学生を対象としたインタ

ーンシップを実施するほか、

対象者に東京圏等の大学生を

加えたインターンシップの仕

組みづくりや、学生受入に向

けた地元企業への支援を実施

する。 

インターシップ参加者数： 

137人（H26年度）⇒ 

330人（H31年度） 

H27 217人 

H28 223人 

集まれ若者！

キタキュー就

職促進事業 

地元企業情報の提供・マッチ

ング機会の創出、地元企業の

若年者採用支援により、市

内・市外の学生の地元企業に

対する理解を深めるととも

に、若年者の地元企業への就

職と市内定住の促進を図る。 

会社合同説明会： 

参加企業数 344社、 

参加者 1,682 人（H26 年度）

⇒ 

参加企業数 362社、 

参加者 1,820人（H31年度） 

H27 参加企業数：410

社 

参加者：1,953人 

H28 参加企業数：421

社 

参加者：1,623人 

地元企業見学バスツアー： 

参加者 426人（H26年度）⇒ 

参加者 450人（H31年度） 

H27 224人 

H28 175人 
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⇒小・中学生・高校生に対する地域の魅力発信、中小企業を含めた地元企業をよく知

ってもらうための体験イベントや職場体験等キャリア教育の推進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

北九州ゆめみ

らいワーク事

業（地方創生

先行型）（地方

創生加速化）

（地方創生推

進） 

高校生や大学生等を対象に、

地元企業の仕事内容や様々な

職業の話を直接聞き、体験で

きるイベントを開催する。 

イベント参加者： 

6,000人（H27年度）⇒ 

6,500人／年（H28～31年度） 

H27 6,355人 

H28 6,485人 

北九州技能伝

承推進事業 

金属・機械・電気等の工業系

分野を対象とした「北九州マ

イスター」と、暮らしに身近

な生活関連・サービス産業な

ども含めた幅広い分野を対象

とした「北九州技の達人」の

2 つの制度において、高度技

能者を認定・表彰する。認定

された高度技能者の協力の

下、優れた技能を次世代（地

域企業等の技術者含む）に継

承し、地域産業の振興に貢献

するための技能伝承活動を推

進する。 

講演受講者： 

1,259人（H26 年度）⇒ 

7,500人（H27～31年度） 

H27 886人 

H28 累計 2,379人 

 

実技指導受講者： 

214人（H26年度）⇒ 

1,250人（H27～31年度、 

企業の技術者含む） 

H27 205人 

H28 累計 449人 

 

 

  ⇒留学生等の地元就職への支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

国際競争力強

化 支 援 事 業

（国際ビジネ

ス人材活用事

業） 

地元企業が海外展開に必要と

する人材の獲得を支援するた

め、国際ビジネス人材に関係

する制度の説明会の開催や交

流の機会を提供する。 

事業に参加した市内企業の国

際ビジネス人材採用人数： 

4人（H25年度）⇒ 

累計 25人（H31年度) 

H27 8人 

H28 累計 13人 

大学等との連

携による地元

中小企業との

国際ビジネス

人材の育成 

海外展開に関心を持つ中小企

業が海外で行われる商談会に

出展する時に、地元の学生を

参加させ、商談会の準備等の

事業の一端を担わせる。 
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②中高年齢者が地元でいきいきと働き続けられるための取組 
  ⇒中高年齢者の就業支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

中高年齢者雇

用環境づくり

事業 

 

 

高年齢者就業支援センターを

拠点として、中高年齢者を中

心とした求職者に対し、カウ

ンセリング、能力開発講座、

民間ネットワーク等を活用し

た就業支援を行う。 

中高年齢者のマッチング数： 

566人（H26年度）⇒ 

3,000人（H27～31年度） 

H27 626人 

H28 累計 1,272人 

シニア活躍！

セカンドキャ

リア支援プロ

ジェクト（地

方創生推進） 

シニア・ハローワーク戸畑の

設置を契機として、首都圏か

らのアクティブシニアの定

住・移住促進を図るため、シ

ニア求人支援員及びセカンド

キャリア支援員によるマッチ

ングなどの就業支援の仕組み

づくりを行う。 

仲介件数： 

 40人（H28年度）⇒ 

500人（H29～H31年度） 

H27 － 

H28 累計 48人 

 

 

④ベンチャー企業等の創業倍増を促す、日本一起業しやすい 

まちづくり 
  ⇒産・学・官・金が連携したスタートアップ（起業）支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

創 業 セ ミ ナ

ー、窓口相談、

専門家派遣の

実施 

創業に関する知識やノウハウ

を取得する場として、各種セ

ミナーを開催する。また、事

業計画の作成から会社設立の

手続きなどの相談に対応する

とともに、開業後は、課題解

決のためのマーケティング・

販路開拓・技術革新等の専門

家を派遣する。 

創業件数： 

83件（H26年度）⇒ 

100件（H31年度） 

 

 

インキュベーション施設の卒

業企業数： 

15件（H27～H31年度） 

 

 

 

インキュベーション施設入居

企業（卒業を含む）の 

売上高 1億円超： 

H27 創業件数： 

94件 

インキュベーシ

ョン施設の卒業

企業数： 

7件 

インキュベーシ

ョン施設入居企

業（卒業を含む）

の 

売上高 1億円超： 

2件 

H28 創業件数： 

264件 
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開け！起業の

扉・小さな夢

の応援プロジ

ェクト 

市内外から挑戦意欲のある起

業家・事業者を集め、事業化

へ導くため、時代や地域の要

請に応える新たな手法を学ぶ

「北九州ベンチャースクー

ル」等を実施する。 

5件（H27～H31年度） インキュベーシ

ョン施設の卒業

企業数： 

累計 11件 

インキュベーシ

ョン施設入居企

業（卒業を含む）

の 

売上高 1億円超： 

累計 3件 

インキュベー

ション施設の

運営 

スタートアップ期のベンチャ

ー企業の育成のため、市内 5

ヶ所のインキュベーション

(※)施設を活用し、事業活動の

場を提供する。 

開業支援資金

融資の実施 

開業時や開業後 5 年未満の方

の事業展開に必要な資金を融

資する。(27 年度から女性・

若者等の創業を支援する「特

別枠」を創設、28年度からは

信用保証料の利用者負担ゼロ

を実施） 

女性の創業支

援 

ウーマンワークカフェ北九州

では、女性の先輩起業家など

による相談窓口を開設し、初

期段階の創業を支援する。 

また、民間企業等が中心とな

って設立する「北九州女性創

業支援 ひなの会」とも連携

し、女性が創業しやすい環境

づくりを推進する。 

ベンチャー総

合支援事業 

ベンチャー企業等に対して、

インキュベーションマネージ

ャーによる創業期の経営支援

を重点的に実施する。また、

官民協働でベンチャー企業を

支援する「北九州ベンチャー

イノベーションクラブ 

（KVIC）」を運営する。 
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ものづくりの

高い技術力と

産学官金が連

携した“日本

一スタートア

ップしやすい

まち”の形成 

ものづくりの強みを生かし

て、施設・資金面の起業環境

整備を進め、若い世代の起業

による雇用促進や新製品開発

を促進する。 

・産学官金からなる「北九州

スタート 

アップネットワークの会」

創設 

・「北九州スタートアップラウ

ンジ」の開催 

・スタートアップ向け民間フ

ァンドの 

創設 

・スタートアップ支援事業 

起業件数： 

12件（H26年度）⇒ 

100件（H27～31年度） 

H27 20件 

H28 累計 39件 

起業による新規雇用創出 

人数： 

25人（H26年度）⇒ 

200人（H27～31年度） 

H27 40人 

H28 累計 78人 

   ※ インキュベーション：設立して間がない新企業に国や地方自治体などが経営技術・金銭・人材などを提供

し、育成すること。 

 

⇒リノベーションをからめたデザイナーやクリエイターなどが活躍する都市型新産業

の創出 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

リノベーショ

ン 

(※)まちづく

り推進事業 

小倉都心部の遊休不動産をリ

ノベーションの手法を活用し

て再生し、都市型ビジネスを

集積する取組を進めてきた。

今後は、小倉都心部に限らず、

他地区でリノベーションまち

づくりを実践するワークショ

ップなどを開催し、雇用の創

出並びに街なかのにぎわいづ

くりを推進する。 

新規雇用者数： 

122人  （H26年度）⇒ 

300人以上（H27～31年度） 

H27 60人 

H28 累計 142人 

※ リノベーション：既存建物を大規模改修し耐震性や省エネ性能など、用途や機能を刷新・高度化し、建築物に新

しい価値を加えること。 
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⑤ロボット・自動車産業などリーディング産業の振興を加速化 
⇒ロボット産業について、国が２０２０年までに達成を目指すこととしている、製造

分野での市場規模２倍、非製造分野で市場規模２０倍に貢献する研究・実証拠点の

形成、及び関連産業の集積 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

ロボット産業

振興プラン強

化事業（地方

創生先行型）

（地方創生加

速化） 

 

ロボット関連技術の活用拡大

を見据えた「先進的介護」の

実証やドローンを活用したイ

ンフラ検査等、各種実験や実

証空間の提供など、ロボット

産業の研究開発・実証拠点化

に向けた取組を強化する。 

 

専門人材の育成輩出： 

40人  （H26年度）⇒ 

200人以上（H31年度） 

H27 52人 

H28 累計 94人 

ロボット開発プロジェクト 

及び実証： 

2件  （H26年度）⇒ 

20件以上（H31年度） 

H27 5件 

H28 累計 11件 

ロボットに関する研究者・ 

技術者の集積： 

30人  （H26年度）⇒ 

50人以上（H31年度） 

H27 33人 

H28 34人 

ロボットベンチャー創業： 

1社  （H26年度）⇒ 

5社以上（H31年度） 

H27 1社 

H28 累計 3社 

ロボットテク

ノロジーを活

用したものづ

くり力強化事

業 

産業用ロボット導入支援セン

ター等と連携し、市内中小製

造業の生産現場へのロボット

導入を進めることにより、生

産性の向上を図るもの。 

県内ロボット製造品出荷額 

上昇： 

717億円（H25年度）⇒ 

950億円（H31年度） 

H27 863億円 

H28 －（平成 28 年度

経済センサス調

査結果待ち） 

地元企業のロボット導入支援： 

3社（H26年度）⇒ 

50社（H31年度まで） 

H27 4社 

H28 累計 9社 

ロボット産業への新規参入： 

10社以上（H27～31年度） 

H27 2社 

H28 累計 4社 

ロボット産業に関わる雇用： 

100人以上（H27～31年度） 

H27 5人 

H28 累計 36人 
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⇒次世代自動車産業を牽引する、高付加価値部品産業の集積や、自動走行に関する 

研究開発・実証の推進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

次世代自動車

産業拠点化事

業 

北九州学術研究都市における

研究開発体制を推進するた

め、産総研・人工知能研究セ

ンター等との連携により、新

たな研究開発プラットフォー

ムを構築し、各大学の研究者

の研究シーズを自動車用に開

発・融合することにより、人

工知能を活用した安全･安心

なモビリティシステムを構築

する。 

自動運転関連研究者集積： 

35人（H26年度）⇒ 

50人（H31年度） 

H27 48人 

H28 59人 

企業等との共同研究： 

10件（H27～31年度） 

H27 3件 

H28 累計 4件 

高度専門人材

育成事業 

北九州学術研究都市のカーエ

レクトロニクス及びカーロボ

連携大学院等により、連携大

学院履修生や域外人材の受け

皿となる関連産業の研究開発

部門の集積を図る。 

連携大学院輩出人材： 

50人増/年（H26年度：65人） 

H27 127人 

H28 189人 

研究開発部門の誘致： 

20件･100人（H27～31年度） 

H27 2件・21人 

H28 累計 10件・46人 

 

  ⇒航空産業など本市の成長を促す新たな産業の集積 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

航空関連産業

の拠点化 

 

MRJ の飛行試験の実施に向け

た支援を行うとともに、航空

機部品産業や整備産業の誘

致、育成等を行い、航空関連

産業の拠点化を形成。 

製造拠点１社 H27 － 

H28 － 

福岡県や福岡県

航空機産業振興

会議と連携した

セミナー開催等

を行った。 
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⇒今後の成長が期待される風力発電産業などのエネルギー産業拠点の形成 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

未利用エネル

ギーを活用し

た新たな産業

の創出 

響灘地区における冷熱・蒸

気・二酸化炭素の未利用エネ

ルギーや低炭素で安定・安価

な電力を活用し、植物工場・

食品加工工場・冷凍冷蔵倉庫

による新たな産業集積モデル

を構築する。 

・冷熱等未利用ｴﾈﾙｷﾞｰ供給体

制の検討 

・食品加工業等の企業誘致 

新規雇用 300人 H27 0人 

H28 累計 0人 

※ バイオマス：生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、一般的には「再生可能な、生物由来の有機性資源で

化石資源を除いたもの。」 

 

 ⇒ニッチトップ、グローバルニッチトップ企業など本市の中核となる企業５０社 

の育成・支援など中小企業の振興策の推進を図る 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

（仮称）中核

企業育成支援

事業 

高い市場競争力や技術力を有

する市内中小企業を調査し、

地域経済のけん引役となる

「中核企業」として育成し、

域外需要の取り込みを促進す

るとともに、支援対象企業の

売上げ拡大を図る。 

商談件数： 

累計 40件（H31年度） 

H27 － 

H28 －（平成 30年度

予算要求予定） 

大学等との連

携による地元

中小企業の輸

出促進 

海外展開に関心を持つ中小企

業と未来の国際ビジネス人材

がタイアップし、海外で行わ

れる商談会に出展し、地元企

業や商品の PR を行う。 

対象企業とバイヤーの 

商談件数： 

累計 20件（H31年度） 

H27 － 

H28 累計 233件 

商談による輸出成約件数： 

累計 2件（H31年度） 

H27 － 

H28 累計 7件 
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  ⇒インダストリー４．０等進化する情報通信技術に対応した産業振興策の検討･推進 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

次世代ものづ

くりに関する

影響調査 

IoT（モノのインターネット）

を活用した次世代ものづくり

システム（インダストリー4.0

（※）（独））が製造業の事業構

造を「産業革命」並みに大転

換させる可能性があるとされ

ており、本市の産業構造に与

える影響などを調査し、今後

の施策を検討する。 

地域ものづくり企業に対し業

界動向や先進事例等の紹介セ

ミナー開催：2件 

H27 － 

H28 2件 

地域企業支援施策の検討（H29

年度以降） 

 

H27 － 

H28 － 

北 九 州

e-PORT 構 想

2.0 の推進に

よる情報産業

の振興 

データセンター等の ICT 基盤

を活用し、高齢化対策や公共

施設の有効活用などの地域課

題を解決する新サービスの創

出を支援する｢北九州 e-PORT

構想 2.0｣を推進し、情報産業

をはじめとする地域産業の成

長を図る。 

地域課題解決プロジェクト

数：5件(H27～31年度) 

H27 4件 

H28 累計 5件 

※ インダストリー４．０：工業のデジタル化による製造コストを大幅に削減するもの（第４の産業革命と呼ばれる） 

 

  ⇒買い物弱者対策など地域課題や新たな需要に対する、イノベーションや 

サービス複合化等による新たなサービスモデルの創出 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

地域課題解決

型のサービス

モデルの構築 

地域における課題に対する解

決型ビジネスを複数の民間事

業者等が事業実施による実証

を行うことで、新たなサービ

スモデルの構築を図る。 

地域課題解決プロジェクト

数：5件（H27～31年度） 

H27 1件 

H28 累計 1件 
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⇒付加価値・収益力の高い農業、水産業の育成 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

都市型園芸農

業推進事業 

野菜、花き等本市の主要な農

産物の生産性の向上と認定農

業者の経営改善を図る施設整

備への助成を行う。 

事業実施者のうち、事業年度

から 3 年経過後の所得が向上

した人数の割合： 

80％以上（H31年度） 

H27 － 

H28 26.3％ 

水産業の成長

産業化 

藻場や干潟の保全再生による

漁場整備、種苗放流や養殖等

による資源の増殖、水産物の

ブランド化や水産業の振興に

向けた鮮度技術の高度化、6

次産業化を図りながら、市内

産水産物の PR 活動によって

付加価値や収益力の高い水産

業を育成する。 

漁業生産額（10％向上） 

28億円（H21～H25の 5ヵ年平

均）⇒ 31億円（H31年度） 

H27 30億円 

H28 調査中 

 

⑦新社会（スマートシティ）創造によるアジア規模の都市展開 
（ii）アジアからの人材受入育成拠点の形成による１万人の人材の呼び込み 

 ⇒インフラ輸出促進のための環境・水処理施設等のＯＪＴ(※)受入体制の整備 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

インフラ輸出

促進のための

メンテナンス

分野等におけ

る高度人材・

技術者育成 

技能習得のための新たな在留

資格の創設、国や関係機関の

誘致・連携による人材受入体

制の強化などを行う。 

養成する外国人即戦力人材： 

300人（H31年度） 

H27 0人 

H28 － 

※製造業の国内

回帰等の経済環

境の変化を受け、

当事業を今後も

推進すべきかど

うか再検討中 

※ OJT：職場の上司や先輩が、部下や後輩に対し具体的な仕事を与えて、その仕事を通して、仕事に必要な知識・

技術・技能・態度などを意図的・計画的・継続的に指導し、修得させることによって全体的な業務処理能力

や力量を育成すること。 
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(iii)新社会創造イノベーション拠点の形成 

 ⇒スマートコミュニティ、ロボット、介護・高齢者対策などの先進都市課題の率先解

決に向けた最先端の研究技術開発、社会実証・実装を先進的に実践 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

高齢化・労働

力不足に対応

したロボット

活躍地域社会

の実現 

幅広い分野でロボットが活用

できる社会を実現し、新たな

雇用や新産業の創出につなげ

るため、産学官で組織した「北

九州ロボットフォーラム」を

中心に、研究開発から実証、

導入までを総合的に推進す

る。 

専門人材の育成輩出： 

40人  （H26年度）⇒ 

200人以上（H31年度） 

H27 52人 

H28 累計 94人 

ロボット開発プロジェクト 

及び実証： 

2件（H26年度）⇒ 

20件以上（H31年度） 

H27 5件 

H28 累計 11件 

ロボットに関する研究者・ 

技術者の集積： 

30人（H26年度）⇒ 

50人以上（H31年度） 

H27 33人 

H28 34人 

ロボットベンチャー創業： 

1社（H26年度）⇒ 

5社以上（H31年度） 

H27 1社 

H28 累計 3社 

県内ロボット製造品出荷額 

上昇： 

717億円（H25年度）⇒ 

950億円（H31年度） 

H27 863億円 

H28 －（平成 28年度

経済センサス調

査結果待ち） 

地元企業のロボット導入支援： 

3社（H26年度）⇒ 

50社（H31年度まで） 

H27 4社 

H28 累計 9社 

ロボット産業への新規参入： 

10社以上（H27～31年度） 

H27 2社 

H28 累計 4社 

ロボット産業に関わる雇用： 

100人以上（H27～31年度） 

H27 5人 

H28 累計 36人 

人工知能を活

用した安全・

安心なモビリ

ティシステム

の構築 

研究開発プラットフォームの

構築及び研究シーズの自動車

用に開発・融合することで、

安全・安心なモビリティシス

テムを構築する。 

自動運転関連研究者集積： 

35人（H26年度）⇒ 

50人（H31年度） 

H27 48人 

H28 59人 

企業等との共同研究： 

10件（H27～31年度） 

H27 3件 

H28 累計 7件 
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地域の大学等

との連携拡大

による高度人

材の育成 

研究者・技術者が集積し、高

度人材を輩出する頭脳拠点を

作るため、関連産業の研究開

発部門を集積するとともに、

社会人・大学院生を対象にし

た人材育成スキームを構築

し、人材の流出抑制と域外流

入の増加、地域産業の創出を

図る。 

連携大学院輩出人材： 

50人増/年 

（H26年度：65人） 

H27 127人 

H28 189人 

研究開発部門の誘致： 

20件･100人（H27～31年度） 

H27 2件・21人 

H28 累計 10件・46人 

ものづくりの

高い技術力と

産学官金が連

携した“日本

一スタートア

ップしやすい

まち”の形成 

【再掲】 

ものづくりの強みを生かし

て、施設・資金面の起業環境

整備を進め、若い世代の起業

による雇用促進や新製品開発

を促進する。 

・産学官金からなる「北九州

スタート 

アップネットワークの会」

創設 

・「北九州スタートアップラウ

ンジ」の開催 

・

スタートアップ向け民間ファンドの創設 

・スタートアップ支援事業 

起業件数： 

12件（H26年度）⇒ 

100件（H27～31年度） 

H27 20件 

H28 累計 40件 

起業による新規雇用創出 

人数： 

25人（H26年度）⇒ 

200人（H27～31年度） 

H27 40人 

H28 累計 80人 

集積メリット

を高める戦略

的なものづく

り拠点化 

遊休工場の資源化（更地化・

インフラ整備）等に伴う負担

軽減などを通じて、BCP 機能

を持った集積メリットの高い

ものづくり産業集積拠点化を

推進する。 

集積企業件数： 

10件以上（H31年度までに） 

H27 １件 

H28 累計 4件 

 

⑧アジア諸国における保健福祉分野での新たな国際貢献 
 

  ⇒市内事業者の介護分野での海外ビジネス展開の支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

介護関連サー

ビス等の海外

展開支援 

今後介護サービス需要が高ま

るアジアへ、日本式介護サー

ビスを市内事業者が海外展開

するためのビジネスモデルを

構築する。 

関連介護事業者海外進出数： 

0社（H26年度）⇒ 

2社（H31年度まで） 

H27 0件 

H28 累計 0件 
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⑨新成長戦略の積極的な推進 
⇒「新たな技術と豊かな生活を創り出すアジアの先端産業都市」を目指す 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

新成長戦略の

推進 

 

 

 

 

 

 

 

１ 地域企業が元気に活動し

つづける環境整備 

２ 高付加価値ものづくりク

ラスター 

の形成 

３ 国内潜在需要に対応した

サービス 

産業の振興 

４ グローバル需要を取り込

む海外 

ビジネス拠点の形成 

５ 地域エネルギー拠点の形

成 

６ 雇用創出に向けた取組 

雇用創出効果（H31年度まで） 

⇒20,000人 

※新成長戦略については、

H28.3に改訂 

H27 3,378人 

H28 累計 8,510人 
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Ⅱ北九州市への新しいひとの流れをつくる 

①首都圏などからの北九州への大規模な人材還流 
  ⇒本市の魅力情報を首都圏へ積極的に発信し、まずは来てもらうための仕組みづくり 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

北九州で働こ

う！Ｕ・Ｉタ

ーン応援プロ

ジェクト（地

方 創 生 先 行

型） 

本市への U･I ターン就職希望

者に対し、インターネット上

で地元企業の求人・転職情報

等を提供するとともに、若年

人材等の地方への還流促進に

向け、東京事務所での情報提

供、出張相談の実施のほか、

首都圏を中心とした各種イベ

ントへの出展を行う。また、

常設窓口での帰省時期に関わ

らない相談の実施や東京事務

所の移住相談員、セカンドキ

ャリア支援員、高年齢者就業

支援センターのシニア求人支

援員と連携し、U･I ターン就

職希望者に寄り添った支援を

行う。 

U･Iターン就職者数： 

115人（H26年度）⇒ 

1,000人（H27～31年度） 

 

 

H27 142人 

H28 累計 305人 

シニア活躍！

セカンドキャ

リア支援プロ

ジェクト（地

方創生推進）

【再掲】 

シニア・ハローワーク戸畑の

設置を契機として、首都圏か

らのアクティブシニアの定

住・移住促進を図るため、シ

ニア求人支援員及びセカンド

キャリア支援員によるマッチ

ングなどの就業支援の仕組み

づくりを行う。 

仲介件数： 

 40人（H28年度）⇒ 

500人（H29～H31年度） 

H27 － 

H28 累計 48人 
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⇒首都圏等のアクティブシニアの北九州市への新しい人の流れをつくり、定住・移住の積

極的な推進と地域経済の活性化を図る「北九州市版生涯活躍のまち」構築への取組 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

シニア活躍！

セカンドキャ

リア支援プロ

ジェクト（地

方創生推進）

【再掲】 

シニア・ハローワーク戸畑の

設置を契機として、首都圏か

らのアクティブシニアの定

住・移住促進を図るため、シ

ニア求人支援員及びセカンド

キャリア支援員によるマッチ

ングなどの就業支援の仕組み

づくりを行う。 

仲介件数： 

40人（H28年度）⇒ 

500人（H29～H31年度） 

H27 － 

H28 累計 48人 

シニアインタ

ーンシップ・

お試し転勤事

業（地方創生

推進） 

セカンドキャリア支援の効果

を高めるため「シニアインタ

ーンシップ・お試し転勤」を

モデル実施することで、首都

圏から本市への人材還流を促

進する。 

 

②北九州市出身の若者に対する本市への還流・定着 
⇒首都圏などへ進学・就職した本市出身者への相談窓口の設置やコンシェルジュの 

派遣等の積極的なアプローチ 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

若年者の地元

就職及びＵ・

Ｉターン就職

を促進（※） 

概ね 40 歳までの若年求職者

に対し、「若者ワークプラザ北

九州」において、就業意識の

向上から具体的な就業機会の

提供まで、ワンストップで支

援する。 

更に、国・県・市の就労支援

機関が一体となって女性の就

業を支援する「ウーマンワー

クカフェ北九州」や「北九州

市 U･I ターン応援オフィス」

と連携し、若者の地元就職や

U･Iターン就職を促進する。 

U･Iターン就職者数： 

115人（H26年度）⇒ 

1,000人（H27～31年度） 

H27 142人 

H28 累計 305人 

若年者のマッチング数： 

1,102人（H26年度）⇒ 

6,000人（H27～31年度） 

H27 1,070人 

H28 累計 2,192人 
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北九州で働こ

う！Ｕ・Ｉタ

ーン応援プロ

ジェクト（地

方創生先行

型）【再掲】 

本市への U･I ターン就職希望

者に対し、インターネット上

で地元企業の求人・転職情報

等を提供するとともに、若年

人材等の地方への還流促進に

向け、東京事務所での情報提

供、出張相談の実施のほか、

首都圏を中心とした各種イベ

ントへの出展を行う。また、

常設窓口での帰省時期に関わ

らない相談の実施や東京事務

所の移住相談員、セカンドキ

ャリア支援員、高年齢者就業

支援センターのシニア求人支

援員と連携し、U･I ターン就

職希望者に寄り添った支援を

行う。 

U･Iターン就職者数： 

115人（H26年度）⇒ 

1,000人（H27～31年度） 

H27 142人 

H28 累計 305人 

学生の地元就

職 促 進 事 業

（地方創生先

行型） 

大学生等の地元就職を推進す

るため、市内大学等や COC＋

事業等と連携し、地元企業や

各種就職関連事業の情報提供

を行う。また、民間就職情報

サイトや SNS 等を活用し、市

外に就学した地元出身大学生

等に対しても、地元就職や市

内居住の魅力を幅広く発信す

る。 

市内大学生地元就職者数： 

22％（H26年度）⇒ 

32％（H31年度） 

H27 21.5％ 

H28 20.8％ 

 

③本市のポテンシャルを活かした地方拠点強化等を図る 

企業等の集積 
  ⇒新たに創設した大胆なインセンティブの活用による研究開発分野などの本社機能等

の移転強化 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

首都圏等から

の本社機能移

転 推 進 事 業

（地方創生先

行型） 

首都圏などの企業の BCP 対策

等のニーズ調査結果に基づ

き、市内 BPO 事業者とも連携

し、本社機能の移転等の業務

誘致及び地元企業の本社・研

究開発施設等の拡充に取り組

む。 

首都圏からの本社機能移転

等：30社（H31年度） 

H27 2社 

H28 累計 7社 
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⇒ＩＴ・情報通信系の地方拠点強化に向けた動きに対応するため、セキュリティ等の条件

を備えたオフィスビルの供給 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

ＩＴ・情報通

信系の地方拠

点強化 

地方拠点都市としての本市の

ポテンシャルを活かし、IT・

情報通信系企業の地方拠点強

化を促進するため、開発・営

業・バックオフィスなど、様々

なオフィスニーズに対応可能

な大規模なワンフロア空間が

確保でき、さらにセキュリテ

ィ等の条件を備えたオフィス

ビル建設等への投資を促す仕

組みについて検討を行う。 

雇用創出人数： 

400人（H26年度）⇒ 

1,000人（H31年度） 

H27 75人 

H28 345人 

 

⇒研究機関等を市内に集積し、高度専門人材の育成拠点を形成するとともに、多様な

知識を有する人材の都市圏からの還流を実現 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

環境エレクト

ロニクス拠点

化 推 進 事 業

（地方創生先

行型） 

パワーエレクトロニクスを中

心とした「環境エレクトロニ

クス」の拠点化推進のため、

「環境エレクトロニクス研究

所」の運営等を行う。 

研究者・技術者の集積： 

35人（H26年度）⇒ 

200人（H31年度） 

H27 46人 

H28 累計 62人 

専門人材(ﾊﾟﾜｴﾚ)の輩出： 

50人（H31年度まで） 

H27 10人 

H28 累計 18人 

企業との共同研究： 

25件（H31年度まで） 

H27 2件 

H28 累計 7件 

 

⑤都心部における交流人口増に向けた取組 
 ⇒都心部における集客交流の推進および「北九州スタジアム」の活用 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

都心集客アク

ションプラン

推進事業 

「北九州スタジアム」のオー

プンを契機として、ＪＲ小倉

駅新幹線口エリアのさらなる

集客促進を行うとともに、都

心部への回遊性向上に取り組

む。 

新幹線口エリアの集客数： 

270万人（H25年度）⇒ 

300万人（H31年度） 

H27 約 337万人 

H28 約 344万人 

「北九州スタ

ジアム」を核

としたにぎわ

いづくり 

「北九州スタジアム」オープ

ン後も、大規模国際大会やＪ

リーグ、ラグビートップリー

グ等の試合に加え、様々なス

ポーツ利用やスタジアムを活

用したイベント等を開催し、

街ににぎわいを創出する。 

スタジアム集客数： 

21万人以上／年 

H27 － 

H28 － 
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  ⇒ポップカルチャー（マンガ・アニメなど）、ファッションをツールとした、街に 

   新たな集客誘引のムーブメントを起こすイベント、仕掛け、情報発信の強化 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

ＴＧＣ北九州 

誘致・開催事

業 

若い女性のファッションへの

関心、消費マインドの喚起、

市外からの集客増等を目的と

して、国内外で認知度が高い

「東京ガールズコレクショ

ン」とコラボレーションした

ファッションイベントを開催

する。 

集客数：10,000人／回 H27 延べ約 11,800人 

H28 延べ約 12,900人 

ＣＯＯＬ Ｋ

ＩＴＡＫＹＵ

ＳＨＵ推進事

業 

 

・ポップカルチャーの拠点化

を図るためにあるある City

などと連携した大規模イベン

ト等の実施 

・公共空間の活用によるオー

プンカフェやオープンマーケ

ットの実施 など 

集客数：170,000人／年 H27 約 170,000人 

H28 約 120,000人 

 

⑥外国人観光客倍増など市外からの観光客増に向けた取組 
 ⇒来北外国人観光客数、旅行消費額の倍増のための取組（インバウンド対策） 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

東アジア観光

客誘致推進事

業等 

東アジア諸国をはじめとする

海外からの観光客を誘致する

ため、旅行社へのセールス・

国際観光展への出展などの海

外プロモーション活動や、Wi

－Fiの整備、免税店の周知・

拡大などの外国人の受入環境

の整備を行う。 

来北外国人観光客数： 

13.2万人（H25年次）⇒ 

40万人（H31年次） 

H27 25.2万人 

H28 34.9万人 

 

⇒国内外からの観光客増に向けた情報発信の強化 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

観光プロモー

ション推進事

業等 

旅行会社へのセールス、観光

キャンペーンなどによるプロ

モーションの実施や観光ウェ

ブサイトを活用した継続的な

情報発信を行い、本市の観光

地としての認知度の向上とさ

らなる観光客の誘客を図る。 

また、本市公営競技施設を観

光資源として PR することを

検討する。 

観光客数： 

2,242万人（H23年次）⇒ 

2,460万人（H31年次） 

H27 2571.4万人 

H28 2543.3万人 

うち宿泊者数： 

119万人（H23年次）⇒ 

130万人（H31年次） 

H27 170万人 

H28 177.5万人 
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⇒大規模な国際会議の誘致、ＭＩＣＥの振興 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

MICE 誘致推

進 強 化 事 業

（地方創生先

行型） 

国からの「グローバル MICE強

化都市」選定を契機に、国際

会議や海外からのインセンテ

ィブツアーなど MICE 誘致を

強化するため、大きな誘因と

なる MICE 開催助成金制度を

拡充して実施し、「国際 MICE

都市 北九州」確立に向けた

取組みを推進する。 

MICE開催件数： 

（助成金活用） 

105件（H26年度）⇒ 

118件（H31年度） 

H27 134件 

H28 139件 

経済効果： 

約 18億円（H26年度）⇒ 

約 22億円（H31年度） 

H27 25.9億円 

H28 24.6億円 

 

  ⇒世界的遺産を活かしたまちづくり 

事業名等 概要 ＫＰＩ（平成３１年度） ＫＰＩ実績 

世界遺産魅力

発進事業 

平成 27年 7月に世界遺産登録

された官営八幡製鐵所関連施

設について、旧本事務所眺望

スペースの運営等を通じた理

解増進・情報発信活動を実施

する。また、来訪者受入体制

強化のため、資産紹介映像制

作や説明員の充実を図るとと

もに、市外からの観光客誘致

のための、ツール制作、周遊

観光ルート構築を行い、ロー

カル・ブランディングの推進

を図る。 

平成 28 年 11 月（現地時間）

にユネスコ無形文化遺産に登

録された「山・鉾・屋台行事」

に含まれる戸畑衹園大山笠行

事について、有形と無形の２

つの世界的遺産のある街とし

て、国内外へ積極的に発信し、

にぎわい創出に向けた取組を

進める。 

   

  

戸畑衹園大山笠行事（３日間）

の来場者数： 

23万人（H28） 

⇒毎年 23万人以上(H29～31) 

H27 23万人 

H28 23万人 
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Ⅲ若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 
 

 ①女性の活躍日本一を目指した女性活躍施策の充実 
  ⇒女性の就業促進及び女性管理職、創業者など働く女性のキャリア形成・事業支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

ものづくり中

小企業・女性

職場環境改善

支援事業 

【産業経済

局】 

人手不足が深刻な中小製造

業・建設業において、女性の

人材確保や定着につながるこ

とを目的に、職場環境の改善

に必要な経費の一部を助成す

る。 

助成金を活用する企業数： 

累計 18社（H29～31年度） 

H27 － 

H28 － 

開業支援資金

融資（特別枠） 

開業時や開業後 5 年未満の方

の事業展開に必要な資金を融

資する。（H27年度から女性・

若者等の創業を支援する「特

別枠」を創設。28年度からは

信用保証料の利用者負担ゼロ

を実施） 

女性への融資実績： 

14件（H26年度）⇒ 

75件以上（H27～31年度） 

H27 20件 

H28 累計 41件 

女性の創業支

援 

【再掲】 

ウーマンワークカフェ北九州

では、女性の先輩起業家など

による相談窓口を開設し、初

期段階の創業を支援する。 

また、民間企業等が中心とな

って設立する「北九州女性創

業支援 ひなの会」とも連携

し、女性が創業しやすい環境

づくりを推進する。 

 

③結婚・妊娠・出産・子育て・教育まで一貫した支援 
⇒正規雇用の増加を進める企業への支援 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

若年者正規雇

用創造チャレ

ン ジ ！ 事 業

（地方創生先

行型） 

市内企業の新分野進出等に伴

い、若年求職者（45歳未満）

を正規雇用した場合、または

非正規雇用から正規雇用へ転

換した場合に当該人件費の一

部を助成し、若年者の正規雇

用を促進する。 

新規雇用者： 

15人（H26年度）⇒ 

100人（H27～31年度） 

H27 10人 

H28 累計 21人 

※H28 年度採択

で終了。 
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Ⅳ時代に合った魅力的な都市をつくる 
 

④国内外から人を惹きつける海峡都市圏の形成（関門連携） 
  ⇒北九州都市圏と下関都市圏の連携強化（都市圏を結ぶ交通環境の強化、門司港地区

やめかり地区の魅力強化、唐戸地区との周遊ルート強化等） 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

門司港レトロ

観光推進事業 

門司港レトロの知名度を高

め、国内外からの集客が可能

な質の高い魅力的な観光地と

して成長させる。また、地元

まちづくり団体と協力し官民

一体となった観光振興を図

る。 

関門地域（門司港・下関）の

観光客数： 

360万人（H25年度）⇒ 

400万人（H31年度） 

H27 383万人 

H28 388万人 

 

⑤福岡県北東部地域市町との連携のさらなる強化 
  ⇒連携中枢都市圏「北九州都市圏域」による『きりん』の輝き推進事業の実施による

「北九州都市圏域」を形成する近隣 16市町と連携、圏域の包括的な魅力向上 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

若戸大橋ライ

トアップによ

る北九州都市

圏域魅力向上

事業（地方創

生推進） 

「関門海峡都市」と連携した

夜景観光を促進するため、周

遊観光の拠点のひとつである

若戸大橋のライトアップの整

備を行い、北九州都市圏域で

の周遊観光の促進を図る。 

夜景観賞クルーズ・ツアー等 

の夜景観光客数： 

7,000人(H27年度)⇒ 

13,000人(H31年度) 

H27 7,000人 

H28 6,300人 
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⑥人口減少等を踏まえた都市のリノベーションの推進 
  ⇒都心の遊休資産をリノベーションなどの手法を活用した有効利用 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

リノベーショ

ンまちづくり

推進事業【再

掲】 

小倉都心部の遊休不動産をリ

ノベーションの手法を活用し

て再生し、都市型ビジネスを

集積する取組を進めてきた。

今後は、小倉都心部に限らず、

他地区でリノベーションまち

づくりを実践するワークショ

ップなどを開催し、雇用の創

出並びに街なかのにぎわいづ

くりを推進する。 

新規雇用者数： 

122人  （H26年度）⇒ 

300人以上（H27～31年度） 

H27 60人 

H28 累計 142人 

 

⑧シビックプライド(北九州市への愛着・自信・誇りなど）の醸成 
⇒本市の誇れる資源（人、モノ、文化、歴史など）の積極的なＰＲの実施 

事業名等 概要 
ＫＰＩ（平成３１年度） 

※ＫＰＩ＝重要業績評価指標 
ＫＰＩ実績 

観光プロモー

ション推進事

業等【再掲】 

旅行会社へのセールス、観光

キャンペーンなどによるプロ

モーションの実施や観光ウェ

ブサイトを活用した継続的な

情報発信を行い、本市の観光

地としての認知度の向上とさ

らなる観光客の誘客を図る。 

また、本市公営競技施設を観

光資源として PR することを

検討する。 

観光客数： 

2,242万人（H23年次）⇒ 

2,460万人（H31年次） 

H27 2571.4万人 

H28 2543.3万人 

うち宿泊者数： 

119万人（H23年次）⇒ 

130万人（H31年次） 

H27 170万人 

H28 177.5万人 

北九州の食の

魅力創造・発

信事業 

本市を代表する食の魅力の創

造や市内外への情報発信に取

り組み、食による産業振興、

食によるにぎわい創出を図

る。 

北九州市で生産される食材を

食べたことのある人の割合：

89.7％（H27年度）⇒ 

80％以上を維持（H29年度） 

H27 89.7% 

H28 市政モニター等、

それに準ずるアン

ケートを行ってい

ないため不明。 

北九州市の主なご当地グルメ

を食べたことのある人の割

合：84.6％（H27年度）⇒ 

80％以上を維持（H29年度） 

H27 84.6% 

H28 市政モニター等、

それに準ずるアン

ケートを行ってい

ないため不明。 

 


